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角
度
か
ら
考
察
す
る
設
問
。
ト
ル
コ
、

モ
ロ
ッ
コ
両
国
の
移
出
入
の
両
方
を

考
え
さ
せ
る
点
、
指
数
を
用
い
た
図

８
を
読
み
取
る
力
を
試
し
て
い
る
点

が
面
白
い
。

井
上
（
川
崎
高
校
）
第
３
問
は
高
齢

化
率
、
女
性
労
働
力
比
率
の
世
界
の

動
向
を
把
握
で
き
て
い
る
か
問
う
問

題
。
先
進
国
で
あ
っ
て
も
、
様
々
な

背
景
か
ら
人
口
動
態
は
異
な
っ
て
く

る
が
、
背
景
の
違
い
を
理
解
し
て
い

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
授
業
で
も

様
々
な
事
例
を
取
り
上
げ
て
多
面
的

に
捉
え
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

首
藤
（
広
島
井
口
高
校
）
第
４
問
問

３
は
西
ア
ジ
ア
の
国
々
を
各
種
指
標

か
ら
４
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
問
題

で
あ
る
。
西
ア
ジ
ア
主
要
国
の
産
業
構

造
や
経
済
水
準
な
ど
の
基
本
的
な
理

解
を
問
う
て
お
り
、
各
国
の
特
徴
を

こ
の
程
度
は
押
さ
え
て
い
て
ほ
し
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
。

後
藤
（
佐
倉
高
校
）
第
３
問
の
問
６

は
平
易
だ
が
、
都
市
の
視
点
と
し
て

生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。
第
４

問
問
６
は
、
移
民
を
テ
ー
マ
と
し
た

旬
な
問
題
で
あ
り
、
高
校
地
理
学
習

の
意
義
を
世
間
へ
知
ら
し
め
る
も
の

で
あ
っ
た
。

（
長
崎
県
立
上
五
島
高
等
学
校
）

察
す
る
こ
と
は
、
地
理
総
合
の
授
業

に
生
か
し
た
い
。
し
か
し
、
本
問
は

知
識
の
み
で
解
答
で
き
る
た
め
、
思

考
力
を
問
え
た
か
疑
問
が
残
る
。

三　
紙
上
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

以
下
、
自
由
参
加
形
式
で
意
見
交

換
し
た
も
の
を
要
約
し
て
報
告
す
る
。

蒼
下
（
下
関
南
高
校
）
第
３
問
で
は
、

問
１
～
４
で
は
従
来
の
セ
ン
タ
ー
試

験
と
同
じ
よ
う
な
問
題
だ
が
、
問
５
・

６
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
作
成
さ
れ
た
地
図
か

ら
情
報
を
読
み
取
り
、
考
察
す
る
力

を
求
め
て
い
る
。
調
査
や
技
能
に
関

す
る
問
題
が
各
大
問
に
見
ら
れ
る
。

第
４
問
は
従
来
の
出
題
ス
タ
イ
ル
と

大
き
な
違
い
は
な
い
。

宅
島
（
広
島
大
・
院
）
第
３
問
で
は
、

過
去
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
類
似
し
た

設
問
が
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
問
１

（
２
０
１
４
年
・
Ｂ
・
本
・
□３
問
４
、

２
０
０
７
年
・
Ｂ
・
追
・
□３
問
４
）

や
問
６
（
２
０
０
０
年
・
Ｂ
・
本
・

□４
問
３
）
な
ど
で
あ
る
。
今
後
は
、

共
通
テ
ス
ト
に
み
ら
れ
る
新
傾
向
の

問
題
へ
の
過
去
問
の
リ
メ
イ
ク
も
考

え
ら
れ
る
。

中
村
（
鳥
取
西
高
校
）
第
４
問
問
６

は
人
口
の
国
際
移
動
を
テ
ー
マ
に
、

経
済
的
理
由
や
紛
争
な
ど
多
面
的
な

深
い
思
考
を
必
要
と
す
る
。

二　
第
４
問

　
「
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察
」
で
西

ア
ジ
ア
に
関
す
る
問
題
が
６
問
出
題

さ
れ
た
。
２
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
お

り
、
Ａ
パ
ー
ト
で
は
西
ア
ジ
ア
の
気

候
、
水
資
源
の
確
保
の
方
法
、
原
油

の
生
産
量
と
経
済
発
展
、
ド
バ
イ
の

人
口
増
加
の
背
景
に
つ
い
て
問
わ
れ

た
。
Ｂ
パ
ー
ト
で
は
、
ト
ル
コ
と
モ

ロ
ッ
コ
の
比
較
地
誌
で
、
両
国
の
食

文
化
、
人
口
の
国
際
移
動
に
つ
い
て

問
わ
れ
た
。
受
験
生
に
と
っ
て
な
じ

み
の
薄
い
地
域
で
は
あ
る
が
、
固
有

の
知
識
を
問
う
の
で
は
な
く
、
地
理

的
な
知
識
や
概
念
を
活
用
し
て
解
く

問
題
が
見
ら
れ
た
。
配
点
20
点
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
題　
問
４ 　
22  

　

本
問
は
、
人
口
推
移
の
図
と
人
口

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
人
口
増
加
の
背
景

を
考
察
さ
せ
る
問
題
で
あ
る
。
資
料

を
も
と
に
社
会
的
事
象
の
背
景
を
考

一　
第
３
問

　
「
人
口
、
都
市
・
村
落
」
か
ら
６
問

が
出
題
さ
れ
た
。
問
１
は
高
齢
化
進

行
ス
ピ
ー
ド
、
問
２
は
女
性
の
労
働

力
率
、
問
３
は
円
村
の
分
布
と
特
徴
、

問
４
は
都
市
人
口
率
と
社
会
・
経
済

と
の
関
係
性
、
問
５
は
都
市
構
造
と

交
通
の
特
徴
の
関
係
性
、
問
６
は
都

市
に
お
け
る
施
設
の
立
地
に
つ
い
て

問
わ
れ
た
。
他
の
大
問
に
比
べ
て
従

来
の
セ
ン
タ
ー
試
験
に
近
い
出
題
方

式
の
設
問
が
多
く
見
ら
れ
た
。一
方
で
、

特
徴
や
社
会
・
経
済
の
背
景
を
考
え

る
設
問
も
見
ら
れ
た
。
配
点
20
点
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
題　
問
５ 　
17 

　

本
問
は
、
ま
ず
主
な
鉄
道
網
の
図

を
読
み
取
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
や
郊
外
の
位

置
な
ど
、
都
市
の
空
間
的
特
徴
の
理

解
を
問
う
て
い
る
。
そ
の
上
で
鉄
道

は
都
市
を
中
心
と
し
て
周
辺
都
市
と

つ
な
ぎ
、
自
動
車
は
郊
外
の
様
々
な

都
市
同
士
を
つ
な
ぐ
と
い
う
概
念
を

示
し
た
も
の
を
選
ぶ
問
題
で
あ
り
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
探
求 

⑧

～
２
０
２
１
年
度
第
２
日
程
地
理
Ｂ
第
３
・４
問
の
分
析
を
通
し
て 

～

担
当
　
山
　
口
　
裕
　
平

口

口


